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地
域
ぐ
る
み
で

「
放
火
さ
れ
な
い
・
さ
せ
な
い
」

環
境
づ
く
り
を

　　

放
火
火
災
は
、
た
ば
こ
に
よ
る
火
災
や
こ
ん
ろ
に
よ
る
火
災

な
ど
、人
の
不
注
意
か
ら
起
き
る
失
火
と
は
異
な
り
、人
が
「
火

を
つ
け
る
」
と
い
う
悪
意
に
よ
り
起
こ
さ
れ
る
火
災
で
す
。

　

彦
根
市
消
防
本
部
管
内
で
、昨
年
は
87
件
の
火
災
が
発
生
し
、

そ
の
３
分
の
１
に
当
た
る
31
件
が
放
火
に
よ
る
火
災
で
し
た
。

ま
た
、
左
表
の
と
お
り
、
昨
年
の
放
火
に
よ
る
発
生
件
数
は
、

過
去
20
年
間
で
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

放
火
対
策
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
心
が
け
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、「
放
火
さ
れ
な
い
・
さ
せ
な
い
」
環
境
を
地
域

ぐ
る
み
で
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
０
３
３
２
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22
‐
９
４
２
７
番

市
内
で
起
き
た

放
火
に
よ
る
火
災
事
例

　

市
内
で
起
き
た
放
火
に
よ
る
火
災
事
例

を
紹
介
し
ま
す
。

事
例
①　

午
後
６
時
頃
発
生
。
ご
み
集
積

場
の
家
庭
ご
み
に
放
火
さ
れ
、
ご
み
の

一
部
が
焼
損
。

事
例
②　

午
後
９
時
頃
発
生
。
木
造
倉
庫

の
軒
下
に
置
い
て
あ
っ
た
可
燃
物
に
放

火
さ
れ
、
木
造
倉
庫
が
半
焼
。
倉
庫
に

隣
接
し
て
い
た
物
置
も
類
焼
。

事
例
③　

午
後
１
時
頃
発
生
。
テ
ナ
ン
ト

ビ
ル
の
共
用
通
路
に
置
か
れ
て
い
た
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
箱
に
放
火
。
壁
・
天

井
の
一
部
が
焼
損
。

一戸建てにおける対策

◆放火されるケース
・家の外に出している不用品や
　新聞などの可燃物に放火される
・ごみ集積場所のごみに放火される 
・施錠していない物置の中に放火される 
・郵便受けのチラシ類に放火される 

◆対策
・家のまわりは整理整頓する
・門や通用口、物置、車庫等のドアは必ず施錠する
・ごみはごみ収集日の 8：00 までに出すようにする 
・郵便受けの新聞やチラシは必ず屋内に取り込む 
・照明器具などを設置し、夜間も家の周りを明る

くする

共同住宅における対策

◆放火されるケース
・共用部分の廊下や階段付近に置かれている古新

聞などに放火される 
・掲示板の掲示物に放火される 
・ごみ集積場所のごみに放火される 
・郵便受けにたまったチラシに放火される 
・駐輪場の自転車やバイクのカバーに放火される 

◆対策
・共用部分には可燃物を置かないように管理する 
・掲示板は不燃のものを使用し、張り紙の整理整

頓をする 
・ごみはごみ収集日の 8：00 までに出すようにする 
・駐輪場に置く自転車やバイクのカバーは防炎品

を使用する

特 

集

  

放 

火 

を 

防 
ぐ

昼
に
比
べ
て
、

夜
の
発
生
件
数
は
約
４
倍

　

放
火
は
夜
間
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

左
の
表
は
放
火
の
時
間
帯
別
の
発
生
状
況

で
す
。
午
後
６
時
か
ら
午
前
０
時
ま
で
の

時
間
帯
に
放
火
件
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

た
だ
し
、
人
の
目
が
届
か
な
い
死
角
と

な
る
場
所
で
は
、
そ
の
他
の
時
間
帯
に
も

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

放
火
さ
れ
る
対
象
物
の
一
つ
に
ご
み
が

あ
り
ま
す
。
と
く
に
、
夜
に
出
す
ご
み
に

放
火
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
地
域
ぐ
る

み
で
ご
み
集
積
場
の
管
理
が
必
要
で
す
。
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▲ごみ集積場で起きた放火を消火したあと
　の様子

あなたの家庭や地域を放火から守るために〜放火を予防しよう〜
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